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平成２２年第４回定例会・第５回臨時会の概要

算
に
つ
い
て

　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
　
万
１

３０

千
円
を
追
加
し
、
予
算
総
額
を

３
千
７
百
　
万
８
千
円
と
し
ま

７０

し
た
。
内
容
は
、
広
域
連
合
納

付
金
　
万
８
千
円
を
追
加
し
た

８４

も
の
が
主
な
も
の
で
す
。

　
次
の
意
見
書
を
可
決
し
、
関

係
省
庁
等
へ
提
出
し
ま
し
た
。

◇
北
海
道
開
発
の
枠
組
み
の
堅

持
と
北
海
道
局
の
存
続
に
関

す
る
意
見
書
に
つ
い
て

【
提
出
先
】

　
衆
議
院
議
長
、
参
議
院
議
長

　
内
閣
総
理
大
臣
、
総
務
大
臣

　
財
務
大
臣
、
国
土
交
通
大
臣

◇
Ｔ
Ｐ
Ｐ
へ
の
参
加
を
行
わ
な

い
よ
う
求
め
る
意
見
書
に
つ

い
て

【
提
出
先
】

　
衆
議
院
議
長
、
参
議
院
議
長

　
内
閣
総
理
大
臣
、
外
務
大
臣

　
農
林
水
産
大
臣
、
経
済
産
業

　
大
臣

◇
Ｂ
型
肝
炎
問
題
の
早
期
全
面

解
決
を
求
め
る
意
見
書
に
つ

い
て

【
提
出
先
】

　
内
閣
総
理
大
臣
、
総
務
大
臣

　
厚
生
労
働
大
臣

【
以
上
７
件
、原
案
ど
お
り
可
決
】

　
第
５
回
臨
時
会
は
、　

月
　

１１

２５

日
に
開
催
さ
れ
、
次
の
案
件
に

つ
い
て
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

△
平
成
　
年
度
鹿
部
町
一
般
会

２２

計
補
正
予
算
専
決
処
分
報
告

の
承
認
に
つ
い
て

　
地
方
自
治
法
の
規
定
に
よ
り
、

　
月
　
日
付
け
で
専
決
処
分
し

１１

１７

た
も
の
で
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ

れ
　
万
円
を
追
加
し
、
予
算
総

５０
額
　
億
７
百
６
万
９
千
円
と
し

２７
ま
し
た
。

　
内
容
は
、
享
年
　
歳
を
も
っ

８５

て
逝
去
さ
れ
た
作
詞
家
星
野
哲

郎
氏
に
対
す
る
弔
慰
金
を
贈
呈

す
る
た
め
　
万
円
を
追
加
し
た

５０

も
の
で
す
。

△
鹿
部
町
特
別
職
の
職
員
の
給

与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ

い
て

△
鹿
部
町
教
育
長
の
給
与
、
勤

務
時
間
、
そ
の
他
の
勤
務
条

　平成２２年第４回定例会は、１２月９日に招集され会期を２日間と決め町長の行政報告のあと、

議案４件、意見書案３件の審議を行い、全て原案のとおり可決し会期を１日残して閉会しま

した。なお、審議された議案の主な内容は、次のとおりです。

△
平
成
　
年
度
鹿
部
町
一
般
会

２２

計
補
正
予
算
に
つ
い
て

　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
３
千
２

百
　
万
７
千
円
を
追
加
し
、
予

７１
算
総
額
を
　
億
３
千
８
百
　
万

２７

３３

１
千
円
と
し
ま
し
た
。

　
内
容
は
、
北
海
道
退
職
手
当

組
合
負
担
金
２
千
２
百
６
万
９

千
円
、
後
期
高
齢
者
会
計
繰
出

金
９
百
　
万
８
千
円
の
追
加
が

７４

主
な
も
の
で
す
。

△
平
成
　
年
度
鹿
部
町
国
民
健

２２

康
保
険
事
業
勘
定
特
別
会
計

補
正
予
算
に
つ
い
て

　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
７
千
８

百
　
万
円
を
追
加
し
、
予
算
総

５０
額
を
　
億
１
千
６
百
　
万
９
千

１０

３８

円
と
し
ま
し
た
。

　
主
な
内
容
は
、
一
般
被
保
険

者
療
養
給
付
費
６
千
百
万
円
、

高
額
療
養
費
１
千
７
百
　
万
円

４０

を
追
加
し
た
も
の
で
す
。

△
平
成
　
年
度
鹿
部
町
介
護
保

２２

険
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

に
つ
い
て

　
補
正
予
算
額
は
ゼ
ロ
円
で
、

内
容
は
歳
出
の
介
護
サ
ー
ビ
ス

等
給
付
費
　
万
７
千
円
を
減
額

８８

し
、
高
額
介
護
等
サ
ー
ビ
ス
費

　
万
７
千
円
を
追
加
し
た
も
の

８８で
す
。

△
平
成
　
年
度
鹿
部
町
後
期
高

２２

齢
者
医
療
特
別
会
計
補
正
予

◎
補
正
予
算

◎
意
見
書
の
提
出

○平成２２年度一般会計補正予算３，２７１万７千円を議決

　北海道退職手当組合負担金２，２０６万９千円、後期高齢者会計繰出金９７４万８千円

　老人デイサービスセンター天窓修繕工事請負費２５０万円等

○平成２２年度国民健康保険事業勘定特別会計補正予算７，８５０万円を議決

　一般被保険者療養給付費（医療費）６，１００万円、高額療養費１，７４０万円等

件
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ

い
て

　
内
容
は
、
人
事
院
勧
告
に
基

づ
き
、
町
長
、
副
町
長
、
教
育

長
の
期
末
手
当
の
年
間
支
給
率

を
現
行
の
４
．　

カ
月
か
ら
０
．

１５

２
カ
月
分
引
下
げ
、
３
．　

カ
９５

月
と
す
る
改
正
で
す
。

△
鹿
部
町
職
員
の
給
与
に
関
す

る
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　
内
容
は
、
人
事
院
勧
告
に
基

づ
き
期
末
手
当
の
年
間
支
給
率

を
現
行
の
４
．　

カ
月
か
ら
０
．

１５

２
カ
月
分
引
下
げ
、
３
．　

カ
９５

月
と
し
、
ま
た
、　

歳
を
超
え

５５

る
６
級
の
職
員
の
給
料
月
額
を

　
％
減
額
し
た
も
の
で
す
。
ま

１.５た
、
自
己
所
有
の
住
宅
に
居
住

し
て
い
る
職
員
に
支
給
さ
れ
る

住
宅
手
当
を
平
成
　
年
度
か
ら

２３

廃
止
す
る
も
の
で
す
。

△
平
成
　
年
度
鹿
部
町
一
般
会

２２

計
補
正
予
算
に
つ
い
て

　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
百
　
万
４５

５
千
円
を
減
額
し
、
予
算
総
額

を
　
億
５
百
　
万
４
千
円
と
し

２７

６１

ま
し
た
。

　
主
な
内
容
は
、
基
金
積
立
金

６
百
　
万
８
千
円
を
追
加
し
、

３７

人
事
院
勧
告
に
伴
い
減
額
と
な

っ
た
職
員
給
与
費
７
百
　
万
３

８３

第第
５５
回回
臨臨
時時
会会

◎
承
　
認

◎
補
正
予
算
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千
円
を
減
額
し
た
も
の
で
す
。

△
平
成
　
年
度
鹿
部
町
水
道
事

２２

業
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て

　
収
益
的
支
出
を
　
万
５
千
円

２０

減
額
し
た
も
の
で
す
。

　
内
容
は
、
人
事
院
勧
告
に
よ

り
人
件
費
を
減
額
し
た
も
の
で
、

収
益
的
支
出
の
総
額
は
９
千
５

百
　
万
８
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

３４
　
ま
た
、
資
本
的
支
出
に
２
百

　
万
６
千
円
を
追
加
し
、
資
本

６３的
支
出
の
総
額
を
３
千
９
百
　６２

万
７
千
円
と
し
ま
し
た
。

　
内
容
は
、
配
水
管
の
布
設
工

事
を
実
施
す
る
た
め
工
事
請
負

費
２
百
　
万
６
千
円
を
追
加
し

６３

た
も
の
で
す
。

△
公
の
施
設
に
係
る
指
定
管
理

者
の
指
定
に
つ
い
て

　
内
容
は
、
鹿
部
町
漁
業
系
廃

棄
物
リ
サ
イ
ク
ル
施
設
の
管
理

を
指
定
管
理
者
に
行
わ
せ
る
も

の
で
、
指
定
す
る
管
理
者
の
名

称
は
、「
鹿
部
漁
業
協
同
組
合
」、

管
理
を
行
せ
る
期
間
は
、
平
成

　
年
　
月
１
日
か
ら
平
成
　
年

２２

１２

２３

　
月
　
日
ま
で
の
１
年
間
で
す
。

１１

３０

【
以
上
７
件
、原
案
ど
お
り
可
決
】

◎
そ
の
他

◇
総
務
経
済
構
成
委
員

　
委

員

長
　
中
川
　
　
一

　
副
委
員
長
　
川
村
　
裕
司

　
委
　
　
員
　
伊
藤
　
辰
男

　
委
　
　
員
　
佐
藤
　
頼
幸

　
委
　
　
員
　
竹
ヶ
原
公
勝

◇
調
査
事
項

①
平
成
　
年
度
予
算
の
道
路
整

２２

備
計
画
に
つ
い
て

②
町
有
林
の
整
備
状
況
に
つ
い

て
◇
調
査
実
施
日

　
平
成
　
年
９
月
　
日

２２

２２

◇
調
査
方
法

　
担
当
課
よ
り
、
提
出
さ
れ
た

関
係
資
料
に
基
づ
き
説
明
を
受

け
、
現
地
視
察
を
行
っ
た
。

◇
調
査
結
果

①
平
成
　
年
度
予
算
の
道
路
整

２２

備
計
画
に
つ
い
て

　
今
年
度
計
画
さ
れ
て
い
る
町

道
整
備
は
　
年
度
予
算
で
４
路

２２

線
、　

年
度
繰
越
明
許
費
（
き

２１

め
細
か
な
交
付
金
事
業
）
で
２

路
線
を
整
備
す
る
予
定
と
な
っ

て
い
る
。
な
お
、
計
画
さ
れ
て

い
る
路
線
及
び
工
事
名
に
つ
い

て
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
町
道
宮
浜
道
路
線
改
良
工
事
、

町
道
鹿
部
２
号
線
側
溝
整
備
工

事
、
町
道
鹿
部
南
１
号
線
舗
装

補
修
工
事
、
町
道
出
来
澗
北
　１１

号
線
排
水
整
備
工
事
、
町
道
本

別
海
岸
線
排
水
及
び
舗
装
補
修

工
事
、
町
道
鹿
部
市
街
地
線
改

良
舗
装
工
事
と
な
っ
て
お
り
、

こ
れ
ら
の
町
道
整
備
に
総
額
で

５
千
６
百
　
万
円
の
予
算
が
計

５０

上
さ
れ
て
い
る
。

　
各
工
事
箇
所
の
現
地
調
査
を

行
っ
た
が
、
町
道
鹿
部
２
号
線

側
溝
整
備
工
事
に
つ
い
て
は
、

山
側
（
上
部
）
か
ら
道
路
に
沿

っ
て
流
れ
出
る
雨
水
を
住
宅
地

に
流
出
し
な
い
よ
う
Ｕ
型
側
溝

及
び
横
断
側
溝
、
雨
水
桝
を
設

置
す
る
工
事
内
容
と
な
っ
て
い

る
が
、
雨
水
の
流
れ
を
考
慮
し

た
上
で
効
果
的
な
側
溝
整
備
と

な
る
よ
う
検
討
願
い
た
い
。

　
ま
た
、
町
道
の
維
持
管
理
及

び
補
修
に
は
多
額
の
費
用
を
要

す
る
こ
と
か
ら
危
険
箇
所
等
の

点
検
に
努
め
計
画
的
か
つ
効
果

的
な
道
路
整
備
が
実
施
さ
れ
る

こ
と
を
望
む
も
の
で
あ
る
。

②
町
有
林
の
整
備
状
況
に
つ
い

て
　
平
成
　
年
９
月
の
台
風
　
号

１６

１８

に
よ
っ
て
町
有
林
に
風
倒
被
害

が
発
生
し
、
町
で
は
復
旧
の
た

め
激
甚
災
害
法
に
基
づ
く
森
林

災
害
復
旧
事
業
の
指
定
を
受
け
、

平
成
　
年
度
か
ら
５
カ
年
計
画

１６

で
被
害
木
整
理
及
び
跡
地
造
林

を
実
施
し
た
。

　
町
有
林
の
中
で
最
も
大
き
な

風
倒
木
被
害
を
受
け
た
宮
浜
学

林
で
は
、
平
成
　
年
度
ま
で
に

１７

被
害
木
整
理
を
終
了
さ
せ
平
成

　
年
度
か
ら
ト
ド
マ
ツ
、
カ
ラ

１８マ
ツ
、
ス
ギ
、
ミ
ズ
ナ
ラ
等
を

植
栽
し
、
平
成
　
年
度
春
期
事

１９

業
を
も
っ
て
被
災
地
　
．　

佐

４８

０３

の
跡
地
造
林
を
完
了
し
て
い
る
。

　
更
に
被
災
地
認
定
以
外
の
人

工
造
林
に
は
、
平
成
　
年
度
春

１９

期
事
業
で
８
．　

佐
に
カ
ラ
マ

６９

ツ
、
平
成
　
年
度
春
期
事
業
で

２２

０
．　

佐
に
ス
ギ
を
植
栽
し
て

９８

い
る
。

　
植
林
し
た
苗
木
の
保
育
を
行

う
た
め
下
刈
り
事
業
を
実
施
し

て
い
る
が
、
本
来
の
森
林
機
能

を
取
り
戻
す
に
は
長
い
年
月
を

要
す
る
の
で
、
今
後
と
も
適
正

委
員
会
の
活
動

総
務
経
済
常
任
委
員
会

所
管
事
務
調
査
　
　
　

舗装改修工事前の町道本別海岸線（本別中央会館前）
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な
維
持
管
理
を
望
む
も
の
で
あ

る
。
ま
た
、
一
部
の
町
有
林
に

お
い
て
除
間
伐
等
を
必
要
と
す

る
箇
所
が
見
受
け
ら
れ
る
こ
と

か
ら
計
画
的
な
森
林
整
備
に
努

め
ら
れ
た
い
。

◇
民
生
文
教
構
成
委
員

　
委

員

長
　
浦
　
　
梅
吉

　
副
委
員
長
　
船
橋
　
敦
子

　
委
　
　
員
　
盛
田
　
鐵
次

　
委
　
　
員
　
朝
井
　
翔
二

　
委
　
　
員
　
野
田
　
重
毅

◇
調
査
事
項

①
国
保
・
介
護
（
給
付
）・
後

期
会
計
の
医
療
費
（
平
成
　１９

年
度
～
　
年
度
）
の
動
向
に

２１

つ
い
て

②
国
民
健
康
保
険
事
業
勘
定
特

別
会
計
の
運
営
計
画
等
に
つ

い
て

◇
調
査
実
施
日

　
平
成
　
年
　
月
　
日

２２

１０

２１

◇
調
査
方
法

　
担
当
課
よ
り
、
提
出
さ
れ
た

関
係
資
料
に
基
づ
き
調
査
を
実

施
し
た
。

◇
調
査
結
果

①
国
保
・
介
護
（
給
付
）・
後

期
会
計
の
医
療
費
（
平
成
　１９

年
度
～
　
年
度
）
の
動
向
に

２１

つ
い
て

　
国
民
健
康
保
険
事
業
の
被
保

険
者
数
等
は
、
こ
こ
数
年
わ
ず

か
な
が
ら
減
少
し
て
い
る
が
、

総
人
口
に
占
め
る
加
入
率
は
管

内
で
も
高
い
状
況
に
あ
る
。

　
医
療
費
の
給
付
状
況
で
あ
る

が
、
医
療
技
術
の
高
度
化
及
び

重
篤
患
者
の
発
生
等
に
よ
り
平

成
　
年
度
か
ら
増
加
傾
向
に
あ

２０
る
。
　
ま
た
、
保
険
税
の
収
納
状
況

は
、
景
気
の
低
迷
等
か
ら
調
定

額
及
び
収
納
額
と
も
に
減
額
と

な
っ
て
い
る
が
、
平
成
　
年
度

２０

か
ら
現
年
度
課
税
分
の
収
納
率

は
　
％
前
後
で
推
移
し
て
い
る
。

９４
　
次
に
、
介
護
保
険
事
業
に
お

け
る
各
年
度
の
給
付
状
況
等
で

あ
る
が
、
高
齢
化
の
進
展
に
伴

い
被
保
険
者
数
は
、
増
加
傾
向

と
な
っ
て
い
る
が
、
管
内
平
均

の
　
．
０
％
を
下
回
っ
て
い
る
。

１７
　
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
等
の
給
付

状
況
で
あ
る
が
認
定
者
数
及
び

利
用
者
数
の
増
加
に
伴
い
年
々

増
加
の
傾
向
に
あ
る
。

　
こ
こ
３
年
間
に
お
け
る
介
護

保
険
料
の
調
定
額
及
び
収
納
額

は
、
横
ば
い
状
況
に
あ
り
、
収

納
率
は
　
％
前
後
で
推
移
し
て

９８

い
る
。

　
後
期
高
齢
者
医
療
の
被
保
険

者
数
は
平
成
　
年
４
月
１
日
現

２１

在
で
５
２
５
人
と
な
っ
て
お
り
、

高
齢
化
の
進
展
に
伴
い
年
々
増

加
の
傾
向
に
あ
る
。

　
こ
こ
２
年
間
の
収
納
率
は
　９７

％
台
で
推
移
し
て
い
る
。

　
医
療
費
等
の
給
付
状
況
に
つ

い
て
は
、
平
成
　
年
度
実
績
で

２１

３
８
，
２
７
８
，
９
４
４
円
と

な
っ
て
お
り
前
年
度
対
比
で
４
，

５
６
７
，
９
４
４
円
の
増
と
な

っ
て
い
る
。

　
こ
の
医
療
制
度
は
老
人
保
健

医
療
に
代
わ
り
平
成
　
年
度
か

２０

ら
ス
タ
ー
ト
し
た
制
度
で
あ
る

が
、
政
権
交
代
等
に
よ
り
平
成

　
年
度
に
こ
の
制
度
の
廃
止
が

２４決
定
し
て
お
り
、
平
成
　
年
度

２５

以
降
の
新
制
度
に
つ
い
て
は
現

在
、
国
に
お
い
て
思
案
中
で
あ

る
。

②
国
民
健
康
保
険
事
業
勘
定
特

別
会
計
の
運
営
計
画
等
に
つ

い
て

　
町
で
は
、
平
成
　
年
度
か
ら

２２

財
政
健
全
化
及
び
医
療
費
の
適

正
化
を
図
る
た
め
鹿
部
町
国
民

健
康
保
険
事
業
計
画
に
よ
り
、

次
の
４
つ
の
事
項
を
重
点
的
に

実
施
し
て
い
る
。

　
①
財
政
健
全
化
対
策
・
②
保

険
税
収
納
率
向
上
対
策
・
③
保

健
事
業
・
④
医
療
費
適
正
化
対

策
の
推
進
に
取
組
ん
で
い
る
。

　
そ
の
内
容
は
、
適
正
な
賦
課

総
額
の
確
保
及
び
賦
課
限
度
額

の
引
き
上
げ
、
資
格
証
明
書
及

び
短
期
証
の
交
付
、
ま
た
、
人

間
ド
ッ
ク
及
び
住
民
健
診
の
結

果
を
分
析
し
た
保
健
指
導
、
医

療
費
通
知
の
実
施
、
レ
セ
プ
ト

点
検
の
強
化
等
で
あ
る
。

　
国
民
健
康
保
険
事
業
は
、
地

域
住
民
の
健
康
を
守
る
医
療
制

度
と
し
て
重
要
な
役
割
を
担
っ

て
い
る
。
ま
た
、
他
の
会
計
と

は
異
な
り
加
入
者
の
医
療
費
の

支
出
状
況
に
応
じ
て
変
動
す
る

歳
出
に
見
合
っ
た
歳
入
を
確
保

す
る
必
要
が
あ
り
、
歳
入
が
少

な
い
か
ら
と
言
っ
て
歳
出
を
抑

え
る
こ
と
が
で
き
な
い
性
質
を

も
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と

を
前
提
と
し
て
運
営
さ
れ
て
い

る
が
、
鹿
部
町
の
国
民
健
康
保

険
事
業
特
別
会
計
は
、
平
成
　１５

年
度
か
ら
赤
字
に
転
じ
平
成
　２１

年
度
ま
で
の
累
積
赤
字
額
が
、

７
４
，
１
９
０
，
２
６
７
円
と

な
っ
て
い
る
。

　
こ
の
た
め
、
歳
入
不
足
（
赤

字
分
）
を
翌
年
度
の
予
算
で
賄

っ
て
い
る
状
況
に
あ
る
。

　
こ
れ
ら
の
要
因
と
し
て
医
療

技
術
の
高
度
化
、
医
療
ニ
ー
ズ

の
多
様
化
等
に
よ
る
医
療
給
付

費
等
の
増
加
な
ど
が
考
え
ら
れ

る
が
、
景
気
の
低
迷
に
よ
り
加

入
者
の
所
得
低
下
が
も
た
ら
す

保
険
税
の
賦
課
総
額
の
低
迷
が

財
政
運
営
に
大
き
な
支
障
を
与

え
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

ま
た
、
多
額
な
滞
納
繰
越
額
の

処
理
に
つ
い
て
も
今
後
の
大
き

な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

　
担
当
課
に
お
い
て
は
、
事
業

計
画
に
基
づ
き
種
々
努
力
さ
れ

て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、

こ
の
危
機
的
状
況
を
脱
す
る
た

め
に
は
、
各
担
当
課
が
一
丸
と

な
っ
た
更
な
る
努
力
が
必
要
で

あ
る
と
考
え
る
。

　
本
会
計
の
一
刻
も
早
い
黒
字

転
換
に
向
け
た
財
政
運
営
を
望

む
も
の
で
あ
る
。
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